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３月３日（土）に「将来展望に関する検討会議」が開催されました。会議では「ドナー登録者30万人達

成後のドナープールのあり方」については①ドナー登録者30万人達成後の目標について②リタイピングに

ついて③同一ドナーが頻回にコーディネートに上がってくることについて④ドナー登録時におけるＨＬ

Ａ－Ｃ座検査導入の可否について、の４つの論点に絞って検討された結果が中間答申案としてまとめられ

ました。次回は３月17日（土）に開催され、「安定的な骨髄液仲介とコーディネート期間の短縮」につい

て検討される予定です。 

3 非血縁者間骨髄移植に係る医療保険の適用範囲拡大のための署名活動 

 

 １月 ２月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 2,854 3,555 274,626 346,343

患者登録者数 181 176 2,246 22,243

骨髄移植例数 62 93 - 8,121
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日本骨髄バンクの現状（平成 19 年２月末現在） 

■20 歳未満のドナー登録者数 

 ２月     130 人 

 合計   4,858 人（17 年３月～）

■51 歳以上のドナー登録者数 

 ２月新規 120 人 

延長 235 人 

 合計   6,571 人（17 年９月～）
 注）数値は速報値のため訂正されることがあります。 

組織運営検討会議の答申にもとづき、当財団と骨髄バンク事業を支援するボランティア団体とのコミュ

ニケーションを円滑化することを目的とした「骨髄バンクボランティア連絡会」を設置することとしまし

た。その第 1回目の会合が３月７日（水）に開催されました。 

同連絡会に出席したのは、財団からの参加要請に応諾していただいた、ＮＰＯ法人全国骨髄バンク推進

連絡協議会、ＮＰＯ法人関西骨髄バンク推進協会、ライオンズクラブ国際協会 330 複合地区ガバナー協議

会､ＮＰＯ法人血液情報ひろば・つばさ、４団体８名の皆様です。連絡会では、“骨髄バンクボランティア

連絡会設置の経緯”“「将来展望に関する検討会議」中間報告”他について財団から説明が行われました。

また各団体の“活動紹介”に続き“今後の骨髄バンク事業への協力のあり方について”をテーマに活発な

意見交換が行われました。今後、同連絡会は年２回程度の開催を予定しています。 
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第１回「骨髄バンクボランティア連絡会」を開催 

財団では、平成 20 年度の診療報酬改定に向けて、非血縁者間骨髄移植にかかる医療保険の適用範囲拡

大を請願するための署名活動を進めております。署名活動を進めるにあたり、骨髄バンク関係団体への協

力依頼を行っております。すでに署名活動にご協力いただいた皆様に心より感謝申し上げます。 

また、請願内容が解りにくいとの意見をいただいたため、新たに請願の目的と署名記入方法を解りやす

く説明した「署名活動のお願い」を作成いたしました（別添）。今後は同文書を同送させていただきます

のでご協力をお願いいたします。なお、すでにご協力いただいた方で必要な場合はご請求ください。 

この署名活動につきましては、７月31日まで予定しております。ご協力いただける方は署名用紙を発送

いたしますのでお申し付け下さい。        ※お問い合わせ先 TEL:03-5280-5050／診療報酬担当 

1 「将来展望に関する検討会議」の進捗状況 
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4 北海道北見地区における確認検査の対応 

 

７ 財団の会議開催予定 
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5 東武動物公園の開園記念日に骨髄バンクチャリティー実施 

 東武動物公園（埼玉県南埼玉郡）では３月 28 日（水）、29 日（木）の両日「開園記念日チャリティー

企画」として骨髄バンクへの支援活動を行います。当日は開園記念日を祝して入園無料となり、東西のゲ

ートで入園者に骨髄バンクへの支援とチャリティー募金の呼びかけが行われます。合わせて園内ではリー

フレット等の配布、骨髄バンクのポスター掲示やパネル展示、園内放送では骨髄バンクのラジオＣＭがオ

ンエアされます。また、28 日には動物パレードによるＰＲ活動も予定されています。 

今回のチャリティーに際して、鉄道中吊り広告／1900 枚、販促用チラシ／10 万部、新聞折込チラシ／

120 万部での事前告知が行われ、入園者数は２日間で 20000 人が見込まれています。 

※東武動物公園のホームページ http://www.tobuzoo.com/cgi-bin/pc_index.php  

財団では全国でおよそ 800 名の医師の方を調整医師として委嘱し、ドナーコーディネートにおける確認

検査や最終同意面談でドナーへの対応を依頼しています。 

北海道では、現在６市（旭川・帯広・釧路・札幌・砂川・函館）で 58 名の医師が調整医師として活動

していますが、北見地区は平成 15 年から調整医師の不在状態が続いています。 

 昨年９月、北見地区での確認検査面談の方策について、北海道骨髄バンク推進協議会、北海道庁保健福

祉部長、北海道地区代表協力医師から検討要請があり、関係者と財団で協議を重ねてきました。その結果、

特例として、北見保健所で確認検査を行う方針となり、準備を進めています。なお最終同意面談は、当面

は保健所での対応は行わず、ドナーおよびご家族に調整医師施設に出向いていただくこととし、ドナーに

それを説明して了解を得たうえでコーディネートを進めることになります。 

傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局総務部までお申し込みください。 

          公開・非公開 開催予定 

将来展望検討会議 公開 3 月 17 日（土）13:00～    廣瀬第１ビル２階会議室 

通常理事会 公開 3 月 28 日（水）13:00～14:15 学術総合センター1階特別会議室 

通常評議員会 公開 3 月 28 日（水）14:45～16:00 学術総合センター1階特別会議室 

将来展望検討会議 公開 4 月 14 日（土）16:00～    廣瀬第１ビル２階会議室 

6 ミュージカル「明日への扉」公演の滋慶学園グループ１４校へ感謝状贈呈

 骨髄移植推進キャンペーンミュージカル「明日への扉」を公演する学校法人滋慶学園グループの系列校

の卒業式が３月６日から 10 日にかけて東京、名古屋、大阪、福岡で挙行されました。 

滋慶学園グループの系列校、大阪スクールオブミュージック専門学校により 1994 年に初演された「明

日への扉」。現在までに全国で 80 回を超える公演を行い、12 万人以上の観客を動員しており、ミュージ

カル公演や寄付を通じて長年にわたり骨髄バンクを支援していただいています。 

各卒業式会場では卒業生より寄付金の贈呈があり、財団からは骨髄バンク事業への深い理解と様々なご

尽力をしていただいた 14 校に感謝状を贈呈しました。 


